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出
版
に
際
し
て

　
大
東
亜
組
下
、
ビ
ル
マ
に
、
印
度
洋
に
．
將
赤
珊
瑚
海
に
無
敵
皇
軍
の
戦
果
、
愈
々
赫
々
た
る
折
．
本
書
を
刊
日

回
し
得
る
事
は
．
我
々
情
報
班
員
一
同
の
極
め
て
欣
快
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

　
當
情
報
班
に
於
て
、
「
六
ツ
川
夜
話
」
を
集
録
鐵
毒
す
る
事
を
企
劃
致
し
ま
し
た
の
は
、
昨
秋
同
夜
話
が
百
五
十

回
に
到
達
し
旗
折
で
あ
り
、
鈴
木
先
生
の
御
快
諾
を
得
、
叉
先
生
の
御
希
望
に
依
り
、
横
濱
高
工
卒
業
生
聞
の
機

塩
町
で
あ
る
横
書
工
業
會
誌
上
に
蓮
載
さ
れ
て
る
る
、
「
山
の
上
か
ら
」
を
も
同
時
に
集
録
す
る
事
と
致
し
、
特
に

願
っ
て
私
が
出
版
專
任
と
な
り
直
ち
に
企
劃
の
實
行
に
移
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
．

　
先
づ
各
方
面
と
の
折
衝
を
絡
へ
て
、
次
に
逢
着
致
し
ま
し
弛
の
は
、
印
刷
所
と
用
紙
の
問
題
で
あ
り
。
此
が
爲

に
、
昨
年
＋
二
身
末
獲
行
豫
定
の
斯
を
、
急
遽
本
年
三
月
焚
行
と
延
期
致
し
，
用
紙
の
入
荷
を
待
つ
江
の
で
あ
り

ま
す
が
，
然
も
指
定
よ
り
一
ケ
月
絵
り
超
過
し
て
一
月
下
旬
や
つ
と
紙
の
入
荷
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
印
刷
に
護
り
、
始
端
悩
ま
さ
れ
た
事
は
、
印
刷
所
に
於
け
る
人
手
不
足
で
あ
り
、
又
途
中
衆
議
院
議
員
及
市
會
、

議
員
の
選
學
に
俵
る
印
刷
所
の
多
忙
の
爲
．
豫
想
外
の
延
引
に
及
び
ま
し
弛
。
剰
へ
愈
々
本
文
を
刷
り
終
る
際
に

な
り
．
再
び
周
算
狂
ひ
の
爲
紙
が
不
足
を
致
し
、
そ
の
入
荷
を
待
つ
た
り
し
た
爲
、
實
に
四
ケ
月
飴
O
の
遅
延
の
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む
無
き
に
至
つ
弛
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
書
の
装
禎
は
特
に
中
村
順
挙
先
生
を
お
煩
は
せ
致
し
、
見
事
な
出
來
榮
を
得
拠
事
を
嬉
し
く
存
じ
て
居
り
ま

す
。
色
々
御
世
話
を
お
か
け
し
た
中
村
先
生
に
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　
鈴
木
先
生
は
、
以
離
に
も
、
「
自
由
敏
育
＋
年
」
「
自
由
教
育
の
片
鱗
」
「
自
由
教
育
の
悌
」
「
名
敏
自
然
」
等
数

冊
の
著
述
を
な
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
，
最
も
黒
甜
で
あ
る
h
名
敏
自
然
」
は
．
矢
張
六
ツ
川
夜
話
の
集
録
出
版
で

あ
り
ま
し
た
故
、
そ
の
殆
ど
全
文
を
本
書
六
ツ
川
夜
話
第
一
頁
よ
り
百
六
頁
迄
に
再
録
致
し
ま
し
た
。
虚
実
夜
話

は
百
五
十
回
を
鍛
回
超
え
た
所
ま
で
集
録
し
て
あ
り
ま
す
。

　
「
山
の
上
か
ら
」
は
丁
度
四
十
回
迄
を
集
録
致
し
ま
し
た
が
．
途
中
二
三
残
念
乍
ら
紙
面
の
都
合
で
省
略
致
し

た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
「
武
相
論
壇
」
は
本
誌
所
載
の
外
に
も
二
三
あ
る
の
で
す
が
、
先
生
の
御
手
許
に
現
在
見
當
ら
な
い
の
で
、
省

略
致
し
ま
し
た
。

　
「
別
れ
の
照
葉
」
は
、
私
が
鈴
木
先
生
を
敬
慕
す
る
動
機
の
唄
つ
と
な
っ
た
も
の
で
、
本
誌
所
載
の
外
，
一
代

の
名
演
読
と
云
は
れ
弛
横
濱
工
業
會
逡
別
會
、
横
溢
市
有
志
逡
別
會
、
爾
庸
上
で
な
さ
れ
た
の
が
あ
り
ま
す
が
、

紙
面
の
都
合
上
賓
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。



一椛一
　
本
誌
は
到
底
鈴
木
先
生
の
高
専
な
人
格
と
雄
大
な
入
物
、
勝
れ
旗
見
識
の
全
貌
を
霊
く
す
を
得
ま
せ
ん
が
、
少

く
と
も
護
む
者
に
共
の
一
端
を
知
ら
し
め
得
る
も
の
と
．
敢
て
確
信
致
し
て
居
む
ま
す
。

　
最
後
に
、
私
は
本
書
の
外
に
．
も
う
山
田
鈴
木
先
生
の
逸
話
集
、
原
三
漢
先
生
追
悼
文
、
松
尾
鑛
山
來
訪
記
、

北
支
北
満
塁
行
談
等
を
集
録
し
て
出
版
致
し
度
い
と
思
っ
て
居
り
ま
し
た
が
、
遺
憾
乍
ら
．
私
の
在
校
申
に
實
現

を
見
る
事
は
到
底
不
可
能
と
な
り
ま
し
窪
。
然
し
乍
ら
後
人
が
必
ず
や
何
か
の
機
會
を
得
て
．
私
の
計
書
を
途
行

し
て
下
さ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　
本
書
刊
行
に
於
け
る
企
劃
、
編
輯
、
校
正
。
獲
途
等
一
切
の
責
任
は
當
然
私
に
あ
る
の
で
，
そ
の
不
手
際
を
深

く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
・
†
七
」
年
六
月
三
日

横
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高
工
情
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郎
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